


要約:最近 5 年間における 1 分アプガー 4 点以下または 5 分アプガー 6 点以下の重症仮死

を呈した 53 例を対象に、児の生命予後と神経学的予後およびその周産期要因について後

方視的検討を行なった。乳児期までに死亡したのは重症の低酸素性虚血性脳症(HIE)の 2

例と先天異常の 6 例であった。先天異常 8 例を除く 45 例のうち、新生児死亡 2 例と重症

の脳性麻痺(CP)9 例の予後不良群 11 例および非 CP 群 34 例における周産期要因を比較検

討したところ、予後不良に関連した要因は仮死蘇生の反応不良と重症 HIE であった。また

予後不良例のほとんどが胎児仮死を呈しており約半数でその直接的誘因が推測された。


